ネット・リテラシー教材（小学校③中学年／主体的に判断する力）
印象（イメージ）のもつ力について考えよう
1　ねらい
◎人やもの（物事）に対し、その印象（イメージ）を端的に表すキャッチコピーなどは社会において有効だが、その一方で一面的なイメージは予断や偏見・差別につながる危険性があることに気づくことができるようにする。さらに、間違ったイメージにとらわれないための方策についてもいくつかの方法を見つけることができるようにする。

2　展　開
（1）導入（5分） 
○みなさんは、「この学校はどんな学校ですか？」と聞かれたら、何と答えますか。「（～な）学校」という短い言葉で表してみよう。
・みんな仲良し、笑顔の学校　　　・自然がいっぱいの緑の学校　
・あいさつ日本一の学校　　　・元気いっぱい、にぎやかな学校
　　○こんなふうに、簡単な言葉を準備しておくと説明しやすいですよね。こんなふうに、短い言葉でイメージを伝える言葉を「宣伝文句＝キャッチコピー」や「広告文＝キャッチフレーズ」と言います。
（2）学習のテーマを知る。
　　○今日は、このような印象（イメージ）が持っている力について考えてみましょう。
　　　　◆印象（イメージ）のもつ力について考えよう
（3）日本という国のイメージについて考える。（5分）
　　○では、次に日本のイメージを考えてみましょう。みなさんは、「日本は、どんな国？」と聞かれたら、何と答えますか？
　　　　・自然がいっぱい　　・食べ物がおいしい　　・安全な国
　　　　・人が優しい　　・相撲　　・災害が多い
　　○では、外国の人が日本のイメージをこんなふうに答えたら、どう思いますか？
　　　　「畳の家」「みんな着物」「ちょんまげして、刀を持っている」
　　　　「毎日、お寿司を食べている。」
　　　　・全然違う　　・大昔のイメージだ　　・全然分かってない。
　　○そうだよね。でも、情報が少ないと、こんなことも起こるんだね。でも、同じようなこと、みんなにもないかな。考えてみよう。
（4）自分たちのもっているイメージについて考える。(10分)
　　○では、今から3つの国の写真を出します。アメリカと中国とアフリカのチュニジアという国です。どれがどの国の写真か考えてみましょう。見分けられると思いますか。
　　　　・なんとなくわかると思う。　
○まず、3つの国についてのイメージを出し合ってみましょう。アメリカ、中国、チュニジア（またはアフリカ）について、自分がもっているイメージをワークシートに書いてみましょう。
　　★アメリカ…英語、大都会、にぎやか、広い、大自然、NASA　など
　　★中国…中国語、中華料理、チャイナ服、万里の長城、紫禁城
　　★チュニジア（アフリカ）…動物がたくさん、自然がいっぱい、暑い、砂漠
　　　※出し合ったときに、マイナスイメージは相手の国の人を嫌な気持ちにさせるかも知れないので気をつけることを補足する。
○では、3つの国の写真を出しますよ。写真①はこれ。写真②はこれ。写真③はこれです。どの写真がどの国か当ててみましょう。
※3つの国ともに、大都市のビル街の写真を提示する。
・えー、難しい。　・全然わからない。　　・無理。
　　○正解は、これです。
（5）自分たちが持っているイメージがどうやってつくられたかを考える。（5分）
　　○3つの国の問題を考える前に、みんなからそれぞれの国のイメージを聞いたよね。でも、そのイメージではわかりませんでした。どうしてかな。
　　　　　・イメージと本当のことは違うから。　・思い込んでしまっているから。
　　○そうですよね。1つのイメージだけが正解ではありません。どの国にも、いろんな景色があって、いろんな人が生活しているんですね。もちろん、イメージ通りの場所もあるかもしれませんが、それだけではないんですね。
　　○では、どうして私たちはそのようなイメージを持っているのだろう。そのイメージは、どうやってわたしたちの中につくられたのだろう。
　　　　　・テレビ　・アニメ　・映画　・マンガ　・本　・インターネット
（6）1つのイメージだけにだまされないようにするための方法を考える。（15分）
　　○私たちは、どうしても自分が見たものや聞いたことだけで、イメージをつくってしまいます。でも、それが間違っていることもあります。間違ったイメージだけを持たないようにするためにはどうしたらいいのでしょうか。考えてみましょう。
※近くの人とグループになって、アイデアを出し合わせる。
　　　　　・1つのイメージだけで決めつけない。
　　　　　・いろんなテレビや本をみるようにする。
　　　　　・その人やいろんな人にきく。　　
・その場所に行ってみる。
・みんないろんなところがあって当たり前だと思う。
・すぐに信じない。間違っているかもしれないと疑う。


【トピック】認知バイアス
私たちが情報を受け取る際には、無意識に「確証バイアス」「正常性バイアス」にとらわれてしまうことがあります。

1）信じたい情報を選ぶ…「確証バイアス」
私たちは元々もっている先入観を裏付けるような情報を無意識に好む傾向があります。それは、自分の認識の正しさを証明してくれるからです。このような傾向を「確証バイアス」といいます。
2）危険を直視したくない…「正常性バイアス」
非常事態が起きたとき、わたしたちの脳はストレスから来る不快感を和らげるために、無意識に危険性を否定する情報を選びたがります。このような傾向を「正常性バイアス」といいます。

このほかにも、私たちが情報を受け取る際に無意識に働く「認知バイアス」があるということを自覚しておくと、間違った情報に惑わされにくくなるかもしれませんね。
（作成：ITサポートさが）

















（7）みんなで考えたことをまとめ、学習のふりかえりをする。（5分）
○今日は、1つのイメージにまとめることもいいけど、1つのイメージだけを信じて間違うこともあるんだということを勉強しましたね。そして、1つのイメージに騙されないように、どうすればいいかも考えることができました。今、テレビや本だけでなく、インターネットでたくさんの情報があふれています。今日勉強したことを思い出しながら、テレビやインターネットをみるようにできるといいですね。
○では、今日の勉強のふり返りをしましょう。

（参考資料・出典）
　・「Pixabay　2,500万点以上の高品質なフリー画像素材」
　・花子（ジャストシステム）　イラスト




印象（イメージ）の持つ力について考えよう
（　　）年　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1　この学校は、どんな学校ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校




2　みんながもっているイメージは

　　　アメリカ…

　　　中国…

　　　チュニジア（アフリカ）…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どこから？　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



3　1つのイメージだけに、だまされないためには






4　学習のふりかえり
[image: ]　　 　　[image: ]　   　　[image: ]
むずかしかった
まあまあわかった！
よくわかった！


【感想】
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